














































































(１) 最新の事実関係については、Der Spiegel Nr.9v.25.2.2008,S.30;Focus Nr.9v.25.
2. 2008, S. 18参照。――「リヒテンシュタイン租税事件」については、Tru?g/Habetha,
NJW 2008,887（本号）をも参照。

















































(３) BGH , GA 1976, 218（219）;Bo?se, ZStW 114（2002), 148（149, 156ff.）;Scheller,







(８) Borgs-Maciejewski/Ebert,Das Recht der Geheimdienste,1986,?3BVerfSchG Rdnr.







































































する権力分立の原則（Grundsatz der informationellen Gewaltenteilung）およびデ













































BVerfGE 100,313＝ NJW 2000,55（65）がある。「情報に関する権力分立」については、
Bull,DÖV 1979,689を見よ。
(11) Rose-Stahl,Recht der Nachrichtendienste,2.Aufl.（2006),S.105ff.,120参照。









































(15) これについては、Kummer, in: Wabnitz/Janovsky, Hdb. d.Wirtschafts-u. Steuer-
strafR, 3. Aufl.（2007), Kap. 18 Rdnr. 144; Tipke/Kruse, AO/FGO, 103. Erg.-Lfg.
（Stand:Ma?rz 2004),?116AO Rdnr.２参照。













































































































































(22) これについては、Joecks, in:Mu?nchKomm-StGB（前出注（21）),?27Rdnrn. 15ff.;
Schu?nemann,in:LK-StGB,12.Aufl.（2006),?27Rdnrn.42ff.参照。






























































Scho?nke/Schro?der（前出注（21）), ?34 Rdnrn. 10f.; Zieschang, in: LK-StGB（前出注
（22）),?34Rdnr.23.





































(27) BGH ,NJW 1979,2621（2622）;Erb, in:Mu?nchKomm-StGB（前出注（21）),?34
Rdnrn.190f.;Roxin,StrafR AT,4.Aufl.（2006),?16A Rdnr.105;Perron,in:Scho?nke/
Schro?der（前出注（21）),Rdnr.48参照。











































































































































の約束」を禁止する。これについては、BVerfG, NJW 1984, 428および BGH , NStZ
1988,420（421）を見よ。しかしながら、そこでは、単に金銭の支払いだけが問題とされて
おり、刑法上保護された秘密領域に対する侵害は問題とされていない。














































































































































(39) BGH ,NJW 2007,2269＝NStZ 2007,601（602).
(40) BGHSt 44,243（249）＝NJW 1999,959.
(41) BGHSt 41,30（34）＝NJW 1995,1974;BGHSt 47,362（366）＝ NJW 2003,368;BGH ,


















































(42) BGHSt 27,355（357）＝NJW 1978,1390;BGHSt 29,244（249）＝NJW 1980,1700参
照；しかし、より厳格であるのは、BGHSt 34,362（364f.）＝NJW 1987,2525;BGH ,NStZ
2006,402（404）;Senge,Nock u.Boujong,in:KK-StPO,5.Aufl.（2003),vor?48Rdnr.
45,?100a Rdnrn.51ff.,?136a Rdnrn.40ff.である。


















（原題は、Ulrch Sieber, Ermittlungen in Sachen Liechtenstein－Fraben und erste
 
















(44) Sieber, ZStW 119（2007),1［邦訳として、ウルリッヒ・ズィーバー（甲斐克則監訳・
小野上真也・新谷一朗・辻本淳史訳）「刑法の限界（１）（２・完）――マックス・プランク
外国・国際刑法研究所における新たな刑法研究プログラムの基盤とその取組み――」比較法
学43巻１号（2009）83頁以下、43巻２号（2009）265頁以下：訳者］参照。
翻 訳（甲斐・福山) 163
業刑法におけるコンプライアンス・プログラム――経済犯の統制のための新構想
――」季刊・企業と法創造６巻１号（2009）120頁以下、ウルリッヒ・ズィーバ
ー（甲斐克則監訳・小野上真也・新谷一朗・辻本淳史訳）「刑法の限界（１）（２・
完）――マックス・プランク外国・国際刑法研究所における新たな刑法研究プロ
グラムの基盤とその取組み――」比較法学43巻１号（2009）83頁以下、43巻２号
（2009）265頁以下等があるので、併せて参照されたい。なお、訳文中、圏点を付
した部分は、原文ではイタリック体である。
（甲斐克則・記)
早法85巻４号（2010）164
